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全体 男性 女性 p-value
平均値（±SD） 平均値（±SD） 平均値（±SD）
基本特性と睡眠習慣
　学生情報 （人・％） 84（42.0） 40（40.0） 44（44.0） .567
　年齢 （歳） 22.4（2.27） 22.5（2.19） 22.3（22.3） .598
　就床時刻 （時：分） 24：17（1：27） 24：19（1：25） 24：14（1：30） .662
　起床時刻 （時：分） 7：27（1：47） 7：14（1：49） 7：39（1：45） .109
　睡眠時間 （時：分） 7：10（1：27） 6：55（1：26） 7：25（1：25） .001
　入眠時間 （分） 26.8（38.9） 21.6（33.0） 31.8（43.8） .077
　AIS合計点 （点） 8.35（4.99） 8.6（5.17） 8.1（4.83） .516
その他の生活習慣
　自覚的健康状態（良い） （％） 50.0 44.0 56.0 .189
　睡眠良好群 （％） 20.0 20.0 20.0 .387
　喫煙習慣（なし） （％） 70.0 68.0 72.0 .555
　飲酒習慣（なし） （％） 24.0 19.0 29.0 .093
　運動習慣（継続，始めた） （％） 27.5 30.0 25.0 .184
SNS利用
　SNS利用（有） （人・％） 176（88.0） 84（84.0） 92（92.0） .082




学生情報 睡眠時間 就床時刻 起床時刻 入眠時間
  学生 （n=84）　 -.120 .170 .043 .080
  学生以外 （n=116） .053 078 .108 .175






　男女比（男性） （人・％） 40（47.6） 60（51.7） .567
　年齢 （歳） 20.8（2.18） 23.5（1.55） .001
　就床時刻 （時：分） 24：28（1：22） 24：12（1：29） .081
　起床時刻 （時：分） 7：38（1：43） 7：18（1：50） .192
　睡眠時間 （時：分） 7：09（1：19） 7：10（1：32） .896
　入眠時間 （分） 25.3（39.5） 27.8（35.9） .663
　AIS合計点 （点） 8.7（5.27） 8.1（4.79） .464
その他の生活習慣
　自覚的健康状態（良い） （％） 52.4 48.3 .815
　睡眠良好群 （％） 17.9 21.6 .410
　喫煙習慣（なし） （％） 67.9 71.6 .001
　飲酒習慣（なし） （％） 13.1 31.9 .001
　運動習慣（継続，始めた） （％） 31.0 25.0 .184
SNS利用
　SNS利用（有） （人・％） 77（91.7） 99（85.3） .174
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